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６．水管理・水利組合関係補足資料

(1) 幹線及び支線水路の操作・維持ガイドライン概要

1)　操作ガイドライン
ａ．幹線水路
作付け期別により流量を次の３区分となるよう幹線水路のゲート操作を行う。
代かき時期の灌漑最大時　－　1.4m3／s
普通期　　　　　　　　　－　1.0m3／s～1.2m3／s
灌漑開始と最終の２週間　－　0.6m3／s～0.8m3／s
灌漑開始と最終の２週間　－　0.6m3／s～0.8m3／s

ｂ．支線水路
・受益面積に対応し公平な水配分となるよう幹線水路の流量に応じ分水工のゲート操作を行
う。
・BHIP２側が幹線水路から各支線水路へ用水を引き込むため、ゲートキーパーが行うゲー
ト開度の調整も年２～４回程度でよい。

幹線水路の流量　Q

1.4m3／s 1.2m3／s 1.0m3／s 0.8m3／s 0.6m3／sLat. 面積

Q ゲート Q ゲート Q ゲート Q ゲート Q ゲート

A1  24.0 0.064 29 0.054 28 0.045 27 0.036 26 0.027 25

A2  41.9 0.111 39 0.095 36 0.079 33 0.063 30 0.048 28

A  67.0 0.171 19 0.152 18 0.127 16 0.101 14 0.076 12

B 138.4 0.366 40 0.314 38 0.262 34 0.209 31 0.157 28

CC2 183.6 0.486 66 0.416 57 0.347 48 0.278 40 0.208 31

C1  53.5 0.142 26 0.121 22 0.101 19 0.081 16 0.061 12

ｃ．他ルール
・10mm以上降雨があった翌日は灌漑しない。
・ダム洪水吐から越流する時は24時間灌漑とする。
・水不足の場合、４IAとNIAは協議の上、灌漑地域を特定し不足の地域に対して12時間灌漑
を14～16時間灌漑、また日曜日も灌漑する。

2)　維持管理ガイドライン
・水路清掃は毎灌漑前に水路清掃を行う（但しNIAが行うべき幹線水路は未実施）。
・幹線から各ラテラルへ配水するためのゲートが４つあるが、日常点検（油をさす等）の維持
管理は必要なく、特段の維持管理規程は不要。また、操作規程はこれまでの経験から旬間、
日間、時間毎の詳細な操作を要しない。
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(2) CIPにおけるNIA水管理・維持管理・ISF徴収体制

NIA
Central Office

　　　　工事担当者のみ

NIA 　　　　　　派遣

Region 7&8 維持管理担当

　　　　　　　　　　　　　ISF徴収・維持管理を移管予定

NIA－PIO BHIP２ （NIA－IDO臨時雇用）

　　　　　　　　　　　　　2000年11月水管理・IA組織支援を移管

注）BHIP２の新規受益者に対するIA組織支援（TYPE２）のためBHIP２には組織開発班（IDD

＝Institutional Development Division）があり、現在、係長（Chief）－係長補佐の下に７
人のIDOが臨時雇用されており、うち１人がカパヤス地区を担当することとなっているが、
７月現在カパヤス担当のIDOは不在。

(3) IAの組織図と各種会議

総会（General Assembly 4IA毎） （２回／年開催）

理事長（President）

副理事長（Vice-President）

　 出

役員会（Board of Director）毎月開催 書記 会計 会計監査

維持操作・農業監督・不服申立委員会 教育啓蒙委員会 財政委員会 監査委員会

　 席　　　　　　出席 灌漑農家グループ（Farmers Irrigation Group　計28）

LA（７）　LB（５）　LC１（５）　LCC２（11）

議長－　　書記、会計、Book Keeper、会計監査

FIG会議　毎月開催

出席

組　　　　　　　　　　合　　　　　　　　　　員
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(4) 規則見直し

見直し前 見直し後

組合員費 ５ペソ 10ペソ（5-IA、2-BFIA、2-RCIA、1-NCIA）
ISF 175kg／ha 125kg／ha
GA会議 １回／年 ２回／年（全員）
BOD会議 １回／年 １回／月（IA役員、委員会役員、FIG議長）
FIG会議 － １回／月（全員）
IA役員（組長・副組長） 不明 FIG議長から選出
〃（書記・会計・会計監査） 不明 組合員から選出

ISF（125kg／ha相当の現金）の内容
IAの収入 NIAの収入

雨期 乾期 雨期 乾期 雨期 乾期 備　　　　考

ISF（Irrigation Service Fee） 75 100 37.5 50 37.5 50 50％NIA、50％IA

ASF（Addition Service Fee） 50 25 50 25 － － 全額IAへ

合　　計 125 125 87.5 75
70％ 60％ 30％ 40％

(5) ISF徴収の仕組み（LIPA＝List of Irrigation Plantede Area）

・各IAのISF徴収担当者（５役以外）はLIPA（組合員、面積、地番）を作成（作付後10日以内）
↓
・IA理事長は作成されたLIPAをBHIP２プロジェクトマネージャーへ提出・承認
↓
・LIPAに基づき各FIG議長を通しISF徴収者へ請求書を配布、関係農家へ配布
（刈取り前30日以内）
↓
・ISF徴収者は農家からISFを徴収（期限：雨期12月30日まで、乾期６月30日）
↓
・IA理事長を通してBHIP２プロジェクトマネージャーへ提出
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(6) ISF徴収率（受益面積、受益者の変遷）

ISF徴収率 ISF徴収面積 受益面積（全て水田植栽面積）　受益者
93年 －54％ 　　121ha 301ha

94年 －54％ 122,152ha 333、364ha
95年 －54％ 158,234ha 390、436ha
96年 －51％ 　　330ha 465ha
96年７月～97年８月 ダム嵩上げ工事
97年12月～98年12月 エルニーニョ
99年WS －46％ 530ha
00年DS －61％ 530ha
WS －51％ 530ha 　　　530
01年DS －

　93年～96年の徴収率は50％以上というNIA規則に基づき、IDOが人為的に調整しNIAへ報告し
たものと考えられる。ISFを徴収した証拠が明らかにされていない。余談ながら、当該疑惑主は
未だBHIP２内に勤務している。

(7) ブサオとカパヤスの比較（プサオがISF徴収率が100％な理由）

プサオ カパヤス

・ISFが安い ISF乾期40kg／hal、雨期80kg／ha 乾期、雨期とも125kg／ha
・用水量 豊富（毎日灌漑） 不足（２日灌漑／１週間）
・受益面積／農家戸数 26ha／80戸／４ブロック

（小規模）
530ha／530戸／４ブロック
（中規模）

・農家の結束 強い（元々の住民、血縁関係） 弱い（移住者、通いが多い）

　角田短期専門家は、カパヤス農家はプサオをスタディツアーすべきとの提言をされ、実施され

たがその成果は甚だ不明。
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